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徳
島
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
教
会
が
拠

点
に
な
る
賀
川
豊
彦
記
念
「
が
ん

カ
フ
ェ
と
く
し
ま
」
を
設
立
し
て

今
年
で
６
年
に
な
り
ま
す
。
２
０

１
６
年
９
月
に
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

ド
ク
タ
ー
の
順
天
堂
大
学
医
学
部

教
授
樋
野
興
夫
先
生
に
当
教
会
で

の
講
演
依
頼
を
快
諾
し
て
い
た
だ

き
、
約
百
名
程
度
の
集
会
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
樋
野
先
生

は
「
病
気
に
あ
っ
て
も
、
病
人
で

は
な
い
。
ガ
ン
に
な
っ
て
も
使
命

感
を
持
っ
て
生
き
る
こ
と
」
の
す

ば
ら
し
さ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　

が
ん
カ
フ
ェ
は
、
ガ
ン
患
者
や

そ
の
家
族
、
医
療
関
係
者
ら
が
お

茶
を
飲
み
な
が
ら
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
語
り
合
い
、
病
気
の
不
安
を

和
ら
げ
る
と
い
う
試
み
で
広
が
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
が
ん
カ

フ
ェ
は
ガ
ン
を
通
し
て
、
人
生
や

命
の
意
味
を
考
え
る
集
ま
り
で
、

全
国
に
90
を
超
え
る
拠
点
を
持
つ

ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
教
会
で
、
５
月
に
ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

で
の
参
加
者
と
共
に
行
わ
れ
た
が

ん
カ
フ
ェ
で
は
、
冒
頭
で
ス
テ
ー

ジ
４
の
大
腸
ガ
ン
で
闘
病
中
の
方

に
ご
自
身
の
体
験
を
発
表
し
て
い

た
だ
き
、「
病
気
に
と
ら
わ
れ
な

い
で
堂
々
と
今
を
生
き
る
こ
と
」

と
証
を
さ
れ
、
私
た
ち
も
元
気
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

お
互
い
に
、
誘
い
合
っ
て
、
コ
ー

ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
語
り
合
っ
て

い
き
ま
す
。
そ
し
て
神
戸
教
区
に

も
こ
の
集
ま
り
が
広
が
れ
ば
、
よ

り
心
強
い
と
思
っ
て
い
ま
す

　

５
月
31
日
｟
火
｠
か
ら
６
月
２
日

｟
木
｠
に
ル
ー
テ
ル
市
个
谷
セ
ン

タ
ー
と
Ｔ
Ｋ
Ｐ
市
个
谷
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た

日
本
聖
公
会
第
67｟
定
期
｠
総
会
に

つ
い
て
、
紙
面
の
都
合
上
一
部
を

以
下
に
報
告
い
た
し
ま
す
。

【
宣
教
協
働
区
報
告
】

　

第
65
回
の
総
会
で
決
議
さ
れ
た

「
宣
教
協
働
区
」
と
「
伝
道
教
区
制
」

に
つ
い
て
は
、
東
日
本
、
中
日
本
、

西
日
本
の
３
つ
の
宣
教
協
働
区
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
教
区
間
の
情
報
交

換
な
ど
活
動
報
告
が
あ
り
、
昨
年

伝
道
教
区
と
な
っ
た
北
関
東
教
区

は
、
東
京
教
区
と
新
教
区
を
目
指

し
て
聖
職
・
信
徒
の
交
流
や
制
度

調
整
な
ど
の
協
議
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。｟
神
戸
教
区
は
九
州
・

沖
縄
教
区
と
共
に
西
日
本
宣
教
協

働
区
｠

【
聖
公
会
年
金

規
約
一
部
改
正
の
件
】と

【
新
規
収
益
事
業
の
件
】

　

現
在
ま
で
50
年
以
上
に
わ
た
り

支
給
さ
れ
て
き
た
、
退
職
し
た
聖

職
や
遺
族
の
た
め
の
聖
公
会
年
金

は
、
加
入
教
役
者
の
減
少
と
受
給

者
の
増
加
に
よ
り
毎
年
約
３
２
０

０
万
円
の
補
填
が
続
い
て
い
ま

す
。
年
金
委
員
会
は
、
制
度
の
維

持
・
継
続
を
す
る
た
め
に
支
給
額

を
平
均
で
15
％
程
度
減
額
せ
ざ
る

を
得
な
い
と
判
断
し
、
本
議
案
を

提
出
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

新
規
収
益
事
業
の
議
案
と
し
て
可

決
さ
れ
た
聖
公
会
セ
ン
タ
ー
の
賃

貸
し
に
よ
る
事
業
収
入
は
年
金
制

度
の
不
足
分
に
充
当
す
る
が
、
な

お
赤
字
が
見
込
ま
れ
る
と
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

【
ナ
ザ
レ
修
女
会

残
余
財
産
の
寄
附
】

　

２
０
１
８
年
に
解
散
決
議
さ
れ

た
ナ
ザ
レ
修
女
会
の
残
余
財
産

は
、
法
人
解
散
・
清
算
手
続
き
が

完
了
し
た
際
に
は
、
感
謝
を
持
っ

て
日
本
聖
公
会
の
基
本
財
産
と
し

て
設
定
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

【
首
座
主
教
・

常
議
委
員
会
選
挙
結
果
】

首
座
主
教

　
　
　

主
教　

武
藤　

謙
一

聖
職
常
議
委
員

　
　
　

司
祭　

大
岡
左
代
子

　
　
　

司
祭　

土
井　

宏
純

　
　
　

司
祭　

上
田
亜
樹
子

信
徒
常
議
委
員

　
　
　

赤
坂　

有
司  

｟
東
北
｠

　
　
　

池
住　
　

圭  

｟
中
部
｠

　
　
　

村
井　

恵
子  

｟
横
浜
｠
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日
本
聖
公
会
第
67（
定
期
）総
会
報
告

宣
教
協
議
会
っ
て

な
ん
で
す
か
？  

そ
の
２

～
２
０
１
２
年
宣
教
協
議
会
～

　

２
０
１
２
年
の
宣
教
協
議
会
は

９
月
14
日
か
ら
17
日
、
静
岡
県
浜

名
湖
畔
の
研
修
施
設
「
カ
リ
ア
ッ

ク
」
を
会
場
に
、
３
つ
の
目
的
を

も
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

①
教
会
の
直
面
す
る
現
状
を
分
か

ち
合
い
、
具
体
的
な
宣
教
ビ

ジ
ョ
ン
を
構
築
す
る
こ
と
。

②
日
本
の
社
会
に
お
け
る
教
会
の

使
命
・
宣
教
に
つ
い
て
再
認
識

し
、
具
体
的
な
方
策
を
検
討
す

る
こ
と
。

③
世
界
に
対
し
、
１
９
９
５
年
の

戦
責
告
白
を
踏
ま
え
、
日
本
聖

公
会
が
「
平
和
の
器
」
と
し
て

用
い
ら
れ
る
た
め
。

　

２
０
１
０
年
に
は
プ
レ
宣
教
協

議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。「
宣
教

す
る
共
同
体
の
あ
り
よ
う
を
求
め

て
」
を
テ
ー
マ
に
２
０
１
２
年
へ

の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
中
、

２
０
１
１
年
３
月
に
東
日
本
大
震

災
、
そ
し
て
東
京
電
力
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
爆
発
事
故
が
起
こ

り
ま
す
。
大
き
な
犠
牲
と
被
害
を

目
の
当
た
り
に
し
て
、
宣
教
や
教

会
の
こ
と
は
、
も
は
や
こ
の
災
害

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
事
態
・

現
実
と
は
無
関
係
に
考
え
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
思
い
知
ら
さ
れ
ま

し
た
。

「
い
の
ち
、
尊
厳
限
り
な
い

も
の　

〜
宣
教
す
る
共
同
体

の
あ
り
よ
う
を
求
め
て
〜
」

　

宣
教
協
議
会
の
初
日
、
べ
リ
ス
・

メ
ル
セ
ス
宣
教
修
女
会
の
清
水
靖

子
シ
ス
タ
ー
に
よ
る
特
別
講
演
を

通
し
て
、
福
島
原
発
事
故
の
現
実

に
、
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
の
生
き

方
を
ど
う
選
択
す
る
の
か
が
問
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
「
い
っ
し
ょ
に

歩
こ
う
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
報

告
で
は
、
現
地
の
人
々
の
悲
し
み

や
苦
悩
の
傍
に
共
に
た
た
ず
む
教

会
、
そ
の
只
中
に
お
ら
れ
る
主
イ

エ
ス
の
姿
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
日
目
、
西
原
廉
太
司
祭
｟
当

時
｠
が
基
調
講
演
を
行
い
、
日
本

聖
公
会
の
宣
教
を
考
え
る
多
様
な

宣
教
ビ
ジ
ョ
ン
が
資
料
と
と
も
に

提
供
さ
れ
ま
し
た
。
笹
森
田
鶴
司

祭
｟
当
時
｠
に
よ
る
バ
イ
ブ
ル
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
で
は
多
様
さ
を
抱
え
た

被
造
物
＝
人
間
の
使
命
に
つ
い
て

分
か
ち
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
こ
れ
か
ら
の
教
会
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
語
り
合
い
、
最
後
に

『
日
本
聖
公
会
«
宣
教
・
牧
会
の

十
年
»
提
言
』
に
ま
と
め
ら
れ
た

の
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
歩
ん
で
き
た

私
た
ち
の
«
宣
教
・
牧
会
»
を
振

り
返
り
、
新
た
に
向
か
う
た
め
に
。

次
の
宣
教
協
議
会
は
来
年
11
月
に

開
か
れ
ま
す
。

　

７
月
24
日
｟
日
｠、
明
石
聖
マ

リ
ア
・
マ
グ
ダ
レ
ン
教
会
の
巡

回
を
終
え
て
、
そ
の
夜
、
関
空

か
ら
23
時
25
分
発
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
航
空
Ｓ
Ｑ
６
２
３
便
で
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
を
経
由
し
、
25
日
午

後
３
時
40
分
、
英
国
ヒ
ー
ス
ロ

ー
空
港
に
到
着
し
ま
す
。
ロ
ン

ド
ン
の
ビ
ク
ト
リ
ア
駅
近
く
で

一
泊
し
、
26
日
、
カ
ン
タ
ベ
リ

ー
に
入
り
ま
す
。｟
こ
の
原
稿

を
６
月
末
に
書
い
て
い
ま
す
。

こ
の
原
稿
が
読
ま
れ
る
時
、
私

は
ど
こ
に
い
る
の
で
し
ょ
う

か
｠
会
議
は
、
８
月
８
日
｟
月
｠

ま
で
で
す
。

　

そ
の
後
、
31
年
前
、
留
学
先

の
チ
チ
ェ
ス
タ
ー
神
学
校
の
チ

ャ
ペ
ル
で
聖
婚
式
の
司
式
を
し

て
い
た
だ
き
、
私
の
主
教
按
手

式
の
説
教
も
担
当
し
て
く
だ
さ

っ
た
ジ
ョ
ン
・
ハ
イ
ン
ド
主
教

様
ご
夫
妻
を
訪
問
し
ま
す
。
ま

た
、
堅
信
式
の
時
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
コ
ン
フ
ァ
メ
ー
シ
ョ

ン
・
キ
ャ
ン
ド
ル
を
、
い
つ
も

の
よ
う
に
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ

ー
寺
院
の
そ
ば
の
本
屋
さ
ん
で

買
お
う
と
思
い
ま
す
。｟
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
買
え
ま
す
が
。｠

そ
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
に
滞
在
す

れ
ば
い
つ
も
訪
れ
る
聖
パ
ウ
ロ

大
聖
堂
に
あ
る
ハ
ン
ト
の
「
世

の
光
」
の
絵
の
前
で
、
し
ば
ら

く
黙
想
す
る
こ
と
も
楽
し
み
で

す
。
16
日
午
後
９
時
35
分
、
関

空
に
帰
っ
て
き
ま
す
。

　

小
南
晃
神
戸
伝
道
区
長
の
ご

配
慮
で
、
伝
道
区
行
事
と
し
て
、

９
月
10
日
｟
土
｠
午
後
２
時
か
ら
、

聖
ミ
カ
エ
ル
大
聖
堂
で
、
ラ
ン

ベ
ス
会
議
の
報
告
会
が
行
わ
れ

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
入
れ
る

人
数
は
80
人
と
聞
い
て
い
ま

す
。
し
か
し
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信

も
予
定
し
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

新
任
主
教
研
修
で
カ
ン
タ
ベ

リ
ー
を
訪
れ
て
以
来
、
３
年
ぶ

り
で
す
。
恵
ま
れ
た
時
と
な
り

ま
す
よ
う
に
お
祈
り
下
さ
れ
ば

幸
い
で
す
。

（
神
戸
教
区
主
教
）

（
文
責
：
福
澤
眞
紀
子
）

『ラ
ン
ベ
ス
会
議
３
』

③

が
ん
カ
フ
ェ
と
く
し
ま

神
戸
教
区
聖
職
代
議
員　

司
祭　

バ
ル
ナ
バ　

瀬
山
会
治

（                              

）

徳
島
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
教
会

ア
ン
ナ
谷
睦
子


